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ケータイ新規参入3社に割り当てられた電波はココだ！

キ
リ
ト
リ

2005年11月9日に、電波監理審議会は新しい携帯電話事業者として、1.7ギガヘ
ルツ帯でソフトバンク系のBBモバイルとイー・アクセス系のイー・モバイル、2ギガヘル
ツ帯で情報通信ベンチャーのアイピーモバイルの、合計3社の参入を12年ぶりに認めた。
ところで、実際に割り当てられた電波の周波数帯域はどこかご存知だろうか。以下に詳細
な割り当て図を示した。裏面の「電波マップ（改定版）」と共に参照していただきたい。
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全国バンド 全国バンド東名阪バンド

利用周波数範囲：810～958MHz

東名阪バンド

15MHz

提供する電気通信役務 データ伝送

採用する方式 TD-CDMA方式

認定から5年後の年度（2010
年度）における特定基地局の総数

基地局:15960局
陸上移動中継局:4000局

基地局:15210局
陸上移動中継局:2696局

基地局:6603局
陸上移動中継局:500局

運用開始予定期日 2007年4月1日 2007年3月15日 2006年10月1日

運用開始5年後の年度（2011
年度）末の加入数見込み

669万 505万 1160万

音声伝送及びデータ伝送

W-CDMA方式

新規参入事業者 BBモバイル株式会社（ソフトバンク） イー・モバイル株式会社（イー・アクセス） アイピーモバイル株式会社

アイピーモバイルイー・モバイル
（イー・アクセス）

BBモバイル
（ソフトバンク）

TD-CDMAW-CDMAW-CDMA W-CDMAW-CDMA

イー・モバイル
（イー・アクセス）

BBモバイル
（ソフトバンク）

（注1）全国バンド（15MHz幅）:新規参入希望者（最大2者）に対して、
 当初5MHz幅ずつ割当て。残りの帯域は周波数の
 ひっ迫（１MHz当たり利用者数の増加）に応じ、割当て。

（注2）東名阪バンド（20MHz幅）:新規・既存事業者を問わず、
 周波数のひっ迫に応じ、5MHz幅ずつ割当て。
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wakamaruは、「人と暮らすロボット」を意識してデザインさ
れたコミュニケーションロボットだ。安全性を最重視して設計
されており、車輪で移動するが、最大速度は時速1kmと比較
的遅い。身長は1m、直径は45cmで、体重は約30kgだ。
全方位カメラや前方カメラ、超音波センサ、赤外線センサなど、
多数のセンサを搭載。無線LAN対応で、単体でインターネッ
トアクセスが可能.................................................................fp106
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セキュリティー対策を見直し、
企業の情報労漏洩を防ぐ
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